
別記様式第１号 

 

まちづくり人材育成チャレンジ支援事業 事業計画（又は実績）書 

 

１ 補助事業の概要 

 

(1) 事業名：松波市商店街活性化支援事業費補助金 

 

(2) 事業の内容 

商店街等が行う商店街の活性化を図る活動を支援する。 

補助率：２／３  上限額：40万円 

 

２ 間接補助事業者（事務局）の概要 

 

(1) 団 体 名：県庁商店街振興組合 

(2) 代表者氏名：商業 太郎 

(3) 住 所：松波市県庁２－８－２ 

(4) 電 話 番 号：023-456-7890 

(5) メールアドレス：kentyousyou@shinkoukumiai.jp 

 

３ 間接補助事業の概要 

 

(1) 実施地域 

   市町村：山形市 

   事業を実施する商店街等：県庁商店街 

 

(2) 事業を実施する地域の現状・課題 

・空き店舗が増加しており、土日を含め歩行者通行量が少ない。 

・商店街の秋祭りは開催されているが、年々来街者が減少している。また、来街者は高齢者

が多く、若者が参加していない。 

・若者が商店街に訪れたくなるような仕掛けがない。 

 

(3)事業の実施体制 

構成人数：10名 

事業の推進体制 

・商店街を盛り上げたい思いを持った大学生から県庁商店街振興組合の活動に参加してもらい、

商店街振興組合は事業に向けた関係者との調整、大学生は若い人向けの企画立案を中心に活

動を行っていく。 

 

(4) 事業目的 

・商店街で実施する若者向けの謎解きイベントを通じて若者に商店街を訪れてもらうきっかけ

を作る。 

 

 

記載例 

mailto:kentyousyou@shinkoukumiai.jp


(5) 事業内容 

・商店街で開催される秋祭りにあわせて、商店街での謎解きイベントを開催する。 

・イベント後も商店街に興味を持ってもらえるよう、謎解きに商店街に関する内容を入れ、単

発のイベントで終わらないように工夫する。 

・謎解きイベントには個店からもキャストとして参加してもらい、日頃関わりの薄い若者との

関わりを通じて新たな気づきが生まれるようにする。 

・謎解きをクリアした方には、後日商店街で使える特典を付与することでイベント終了後も商

店街を訪れるきっかけを作る。 

・イベントの周知にあたっては、ＳＮＳでの発信、商店街・大学でのポスター・チラシの設置

を行い、若者が多く参加できるような仕掛けを作る。 

 

(6) 事業効果 

・商店街の秋祭りに合わせて、若者をターゲットにした謎解きイベントを開催することで、若

者という新たな年齢層が訪れ、既存のイベントとの相乗効果が図られる。 

・謎解きイベントをきっかけに若者から商店街に興味をもってもらうことで、その後の来街者

の増加につながる。 

 

(7) 活動計画 

年月日 活動内容 場所 

R8.8上旬 
企画内容に関する商店街との打ち合わせ（第１回） 

※以降も月２回定期的に実施 

○○商店街 

交流スペース 

R8.8下旬 
イベントの周知開始（ＳＮＳ、ポスター掲示、チラシ

設置） 
大学、商店街ほか 

R8.10上旬 近隣商店街のイベントでの周知活動 近隣商店街 

R8.10中旬 謎解きイベント開催 ○○商店街 

R8.10下旬 イベントの振り返り 
○○商店街 

交流スペース 

R8.11 イベント後の来街者の状況に関する店舗への聞き取り ○○商店街各店舗 

R8.12下旬 関係経費精算 事業完了  

 

(8) 間接補助事業完了予定年月： 令和８年 12月 

 

(9) 経費の配分 

（単位：円） 

事業経費 

区分 
（具体的内容） 

間接補助 

対象経費 

(A)＋(B)＋(C) 

補助対象経費 

(A)＋(B) 

間接補助対象経費の負担区分 

県補助金 

(A) 

市町村補助金

(B) 

間接補助 

事業者(C) 

報償費 
（協力店謝礼） 150,000 100,000 50,000 50,000 50,000 

報償費 
（特典） 60,000 40,000 20,000 20,000 20,000 

旅費 
（交通費） 30,000 20,000 10,000 10,000 10,000 



消耗品費 
（事務用品） 120,000 80,000 40,000 40,000 40,000 

印刷製本費 
（チラシ・ポスター作成） 60,000 40,000 20,000 20,000 20,000 

通信運搬費 
（郵送費） 30,000 20,000 10,000 10,000 10,000 

使用料及び賃

借料 
（会議室使用料） 

150,000 100,000 50,000 50,000 50,000 

合 計 600,000 400,000 200,000 200,000 200,000 

 

３ 事業完了予定年月： 令和９年３月 

  



別記様式第１号の２ 

 

構成員名簿 

 

所属 役職 氏名 年度末年齢 セミナー参加 

県庁商店街振興組合 理事長 松波 一郎 55 県 

県庁商店街振興組合 副理事長 山形 太郎 52  

県庁商店街振興組合  村山 次郎 40 県 

県庁商店街振興組合  ・・ ・・ 48  

県庁商店街振興組合  ・・ ・・ 50  

県庁商店街振興組合  ・・ ・・ 39  

県庁商店街振興組合  ・・ ・・ 45  

○○大学○○学部  山形 太郎 22 県 

○○大学○○学部  山形 次郎 20 県 

○○大学○○学部  山形 花子 19  

 

 


